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令和７年３月１４日（金曜日） 

予算決算委員会総務分科会 

第１委員会室 

出席委員 

 井川一善、妻鹿幸二、阿野れい子、有馬剛朗、 

三輪敏之、仁野央子、三和 衛、下林崇史、 

坂本 学 

 

【総務委員会（消防局）の審査】 

 

再開                １０時３０分 

消防局               １０時３０分 

送付議案説明 

・議案第 １号 令和 7年度姫路市一般会計予算 

・議案第 12 号 令和 6 年度姫路市一般会計補正予算

(第 9回) 

質疑                １０時３９分 

（質問） 

昨年と比べて消防施設費の情報通信施設整備事業

費がかなり増額されているがその内容はどのような

ものなのか。 

（答弁） 

高機能消防指令システムの再整備事業やそれに伴

う調達支援、現システムの延命整備、また、消防救急

デジタル無線の中間整備や御国野出張所の大規模改

修に伴う施設の移設工事、播磨姫路救急搬送システム

（ＨＥＡＲＴＳ）と消防ＯＡとの連携などが含まれて

いる。 

（質問） 

それぞれの金額の明細は確認できるのか。 

（答弁） 

入札が控えているため、個別の詳細金額は明示しに

くい状況である。 

（質問） 

数年前から消防車両の債務負担行為が続いている

が、今後の見通しはどうなっているのか。 

（答弁） 

メーカーの不正問題や新保安基準への移行等によ

り納車が遅れたままであり、メーカーが増産を行わな

い限りこの状態は続くものと思われる。 

一方でメーカーも閑散期に発注できるため、価格面

や製造に取りかかってからの納車が早くなるといっ

たメリットもある。 

（要望） 

債務負担行為は仕方がないようであるが、更新計画

どおりに適正に車両が配置されることが重要である。 

できれば単年度で納車してほしいところではある

が、しっかりと計画を進めてもらいたい。 

（質問） 

現在の納期はどれくらいか。 

（答弁） 

大きな車両であれば時間はかかるが、通常の車両は

1年ぐらいである。一度遅れた納期がそのまま進んで

いるもので、さらに遅れているものではないので計画

的に導入されると思われる。 

（要望） 

大きい特殊車両になればなるほど時間がかかると

思うので、車両購入時にただし書などで納期を記載す

れば理解しやすいので工夫してもらいたい。 

（質問） 

雑入の救急活動経費負担金として、ＨＥＡＲＴＳの

更新にかかる他市町の負担金約 1,700 万円が計上さ

れているが、令和 6 年第 4 回の総務分科会では約

1,900 万円と説明を受けていた。その差額 200 万円に

ついては、市の費用負担が増えたのか。 

（答弁） 

福崎町、市川町及び神河町については受託事業収入

に含まれているためで、本市の負担が増えるわけでは

ない。 

（質問） 

他市町の負担も大きなものであるが説明は十分し

たのか。 

（答弁） 

ＨＥＡＲＴＳは播磨圏域連携中枢都市圏事業であ

り、本市からは各消防本部だけではなく、構成市町が

集まる会議にも出席して説明を行っている。 

また、各消防本部からも各市町担当者に説明してお

り、十分納得していただいている。 

（質問） 

消防水利整備事業費において防火井戸埋戻費用を

計上しているが、各自治会において作成された防災マ

ップにその防火井戸が記載されている可能性がある。
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埋め戻しについて自治会には説明をしているのか。 

（答弁） 

 防火井戸の埋め戻しについては、消防水利的には消

火栓が充足してきたこともあり、安全上撤去するもの

であるが、地元の自治会や消防団と連携・協力しなが

ら、お互いが合意した上で埋め戻しを行う。 

（質問） 

消防団員の準中型自動車運転免許取得補助につい

て、何らかの事情で当該年度中に免許を取得できなか

った場合、翌年も同じように補助できるのか。 

（答弁） 

その場合は補助の中止申請をすることで、当該年度

の交付を取りやめ、翌年度に再度申請を受け付けた上

で補助する。 

（質問） 

中止申請の理由は問われるのか。 

（答弁） 

特に問わない。 

役職定年者等挨拶 

消防局終了             １０時５９分 

 

【総務委員会（財政局）の審査】 

 

財政局                             １１時４４分 

送付議案説明 

・議案第 1号 令和 7年度姫路市一般会計予算 

・議案第 8 号 令和 7 年度姫路市財政健全化調整特

別会計予算 

・議案第 12 号 令和 6 年度姫路市一般会計補正予算

(第 9回) 

質疑                １１時５５分 

（質問） 

旧日出車庫解体撤去工事設計委託が計上されてい

るが、使い道など既に決めた上での解体なのか。 

（答弁） 

行政目的での使用方針ではあるが、具体的な使用方

法は決まっていない。施設が老朽化して危険であるた

め、ひとまず建物を解体するものである。 

（質問） 

旧日出車庫は東姫路駅に近く、好立地であるが、民

間からの問合せはあるのか。 

（答弁） 

民間からの問合せはあるが、まずは行政財産として

何らかの利活用を図りたいと考えている。 

（要望） 

なるべく速やかに利活用されたい。 

（質問） 

市たばこ税について、昨年度と比べ売渡本数が約

1,200 万本も減少している。財政局として、たばこに

関する所見はどうか。 

（答弁） 

市たばこ税は、非常に厳しい財政状況の中、市に直

接歳入される貴重な財源である。もちろん税収が増え

るほうがいいが、若い人を中心にたばこを吸う人は減

っているので、積極的に税収を増やす取組は厳しく、

時代の流れに任せるしかない。 

そうした中ではあるが、市では望まない受動喫煙を

なくすため、来年度喫煙所を設置する予定である。 

（要望） 

 貴重な財源ではあるものの、喫煙所については動線

上ではない少し外れた場所に設置するなど、喫煙者に

は厳しい施策を実行する市の方針がよく分からない。 

減収やむなしであれば、それを見越して他の財源を

確保されたい。 

（質問） 

本庁舎整備事業費について、このたびの第 9回補正

予算で本庁舎の照明器具の更新に時間がかかるため

繰越明許費補正の説明があり、また、新年度も予算計

上されているが、改修は順調に進んでいるのか。 

（答弁） 

照明器具改修工事については、5,700 台余りに及ぶ

本庁舎全ての照明をＬＥＤに更新するもので、当初よ

り令和 6 年度と令和 7 年度の 2 か年で実施する予定

であった。 

今回の補正については、様々な種類の照明器具があ

る中で、業者が予定どおり入手できず器具の取替えが

できないところがあったため、繰り越したものである。 

（質問） 

本庁舎地下 1階東部分改修工事について、どのよう

に変わるのか。 

（答弁） 

庁舎内に会議室が少なかったり、給付金事業など臨
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時的な業務が発生した場合の執務室がなかったりす

ることから、調理場も含めて食堂跡の半分程度を会議

室と臨時的な執務室にし、残りを飲食・休憩スペース

に改修するものである。 

飲食・休憩スペースについては、時代を反映し、4

人掛けテーブルだけではなく、パーティションを付け

て 1人でも過ごしやすい環境にするなど、職員の居場

所づくりにも配慮した改修としたい。 

（質問） 

現状でもお昼どきには弁当を食べる職員で大変混

雑しているが、十分に職員の居場所は確保できるのか。 

（答弁） 

若干は狭くなるがスペースとしては十分確保でき

ると考えている。 

（要望） 

改修してみないと分からないこともあると思うの

で、総務局と連携し、職員の居場所づくりに努めても

らいたい。 

役職定年者挨拶 

財政局終了             １２時１３分 

 

【総務委員会（デジタル戦略本部）の審査】 

 

デジタル戦略本部          １３時４８分 

送付議案説明 

・議案第 1号 令和 7年度姫路市一般会計予算 

質疑                １４時０１分 

（質問） 

 姫路城等でのデジタルチケットの導入について、市

民はどのような流れで購入するのかイメージしにく

いので、もう少し具体的に説明してもらいたい。 

（答弁） 

 まだこれからの事業なので具体的なイメージは説

明しづらいところである。チケットは市民ポータルア

プリを通じて購入するもので、その際マイナンバーカ

ードを活用して、市民か市民以外、年齢などを判定す

る。購入時にＱＲコードが発券されるので、それを提

示して入城という流れになろうかと思う。 

 市民ポータルアプリについては、姫路市民アプリ

「ひめパス」にあるどんぐりカードや高齢者福祉優待

カードなどのデジタル市民カードや、最終的にはデジ

タル商品券などの市の給付サービスの集約について

も考えている。 

（質問） 

庁内デジタル人材の育成についてもう少し具体的

に説明されたい。 

（答弁） 

 市では姫路ライフ・デジタル戦略という計画を策定

しており、その中で全職員を「デジタル人材」と位置

づけ、階層に分けて研修を実施するとしている。その

中でも「プレーヤー」級を指導していけるような「リ

ーディングプレーヤー」級の研修を充実させている。

例えば、業務改善などを実践できるようマインドとス

キルの両面を養成していく研修を実施している。 

令和 7 年度についても県と共同で実施する研修な

どを活用して、リーディングプレーヤーの育成を図っ

ていきたいと考えている。 

（質問） 

 副本部長個人の認識でいいので、職員のデジタルマ

インドの醸成はどのくらい進んでいるのか。 

（答弁） 

 私が入庁した昭和 63 年頃は財務会計システムを企

業と共同開発するほど高いものであったが、その後は

パッケージを購入するような形になり、職員のデジタ

ルマインドも低下してきたと思う。 

しかしながら近年では、デジタル人材育成に向けた

研修を多く実施しているため、レベルは上がってきて

いると思う。 

（要望） 

 いろいろな年代の職員がいるが、庁内一丸となって、

ＤＸを進められたい。 

デジタル戦略本部終了        １４時１５分 

 

選挙管理委員会事務局        １４時１５分 

送付議案（説明省略） 

・議案第 1号 令和 7年度姫路市一般会計予算 

質疑                １４時１６分 

質問なし 

選挙管理委員会事務局終了      １４時１６分 

 

【総務委員会（選挙管理委員会事務局）の審査】 
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議会事務局             １４時１７分 

送付議案（説明省略） 

・議案第 1号 令和 7年度姫路市一般会計予算 

質疑                １４時１８分 

質問なし 

議会事務局終了           １４時１９分 

 

【総務委員会（議会委員会事務局）の審査】 

 

【総務委員会意見取りまとめ】 

 

意見取りまとめ           １４時５１分 

・分科会長報告について 

正副分科会長に一任することに決定。 

意見取りまとめ終了         １４時５２分 

閉会                １４時５２分 

 


